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稲
総
行
ご
い
ふ
名
は
乾
嘉
時
代
に
於
け
る
經
學
大
師
の
一
人
さ

し
て
、
こ
れ
ま
で
ご
て
も
全
く
知
ら
ぬ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、

經
學
さ
叩
い
た
だ
け
で
自
分
な
ぎ
に
は
到
底
解
ら
ぬ
も
の
ど
初
め

か
ら
敬
し
て
之
を
速
ざ
く
ろ
の
外
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
や
い
つ

の
噸
か
ら
か
祁
氏
に
對
し
て
何
亡
は
な
し
に
好
意
を
懐
く
や
う
に

な
っ
た
の
は
、
例
に
よ
っ
て
こ
れ
も
知
錐
先
生
の
杏
か
れ
た
も
の

で
祁
氏
の
随
飛
の
面
白
さ
を
知
ら
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
程

や
う
や
く
の
恩
ひ
で
「
嘘
普
堂
集
」
を
は
じ
め
、
「
山
海
經
菱
疏
」

／
毎

○

「
宋
筑
謡
」
「
晉
宋
齊
故
」
「
詩
問
」
等
ご
い
っ
た
も
の
を
手
に
入

れ
た
。
さ
う
し
て
自
分
に
わ
か
り
さ
う
な
虚
を
方
産
諌
み
漁
り
、

タ
ｉ

ユ
ー
モ
ア

こ
の
洲
雅
で
謙
虚
で
撲
衲
で
し
か
も
中
盈
幽
獣
を
も
解
す
る
好
も

郡
閑
呆
の
随
雑

I

I

郡
I

』

藺
暴
↑
の
↓
随
筆
．

＝

９

1
一

、

ぺ

し
い
學
考
の
人
柄
に
些
か
燗
れ
る
こ
さ
が
出
来
て
、
渋
だ
よ
い
氣

珀

《
０

Ｊ

排
に
な
っ
て
ゐ
る
。
支
那
の
本
は
ざ
う
も
辛
菰
奥
い
ば
か
り
で
、

お
恥
か
し
い
話
な
が
ら
、
心
か
ら
好
き
で
た
ま
ら
ぬ
ご
い
ふ
や
う

な
本
を
私
は
瀧
ら
も
知
ら
ぬ
の
だ
が
（
在
り
や
う
は
ま
だ
一
向
漢
．
、

文
が
諌
め
な
い
か
ら
な
の
で
あ
る
）
、
そ
の
少
い
数
の
中
に
、
吸

近
に
到
２
Ｌ
祁
蘭
米
の
随
筆
を
加
へ
る
こ
こ
が
出
来
た
の
を
自
ら

稗
ん
で
ゐ
る
次
鋪
で
あ
る
。

ル
か
の
北
大
な
る
「
祁
氏
辿
替
」
、
に
は
ま
だ
お
目
に
か
シ
る
機
會

」
、

を
持
た
ぬ
。
剛
呆
の
主
蕃
ご
し
て
は
や
は
り
「
削
雅
義
疏
」
が
梁

げ
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
し
か
し
そ
れ
は
吾
凌
門
外
漢
の
よ
く
窺

ひ
知
る
所
で
は
な
い
。
祁
氏
が
草
木
賜
職
を
注
す
る
に
多
く
親
ら
、
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、

の
圷
聞
目
兄
に
依
推
し
た
こ
Ｅ
、
又
柑
に
災
朋
の
知
識
及
び
俗
名

を
引
用
し
て
ゐ
る
こ
ご
、
さ
う
し
て
そ
れ
は
在
来
の
名
物
専
攻
の

ｆ

學
者
達
が
た
ご
古
い
神
物
を
ひ
つ
く
り
か
へ
し
、
捗
読
を
柵
に
取

り

っ
て
牽
弧
附
命
し
、
徒
ら
に
批
に
批
を
瓶
ね
る
の
み
で
℃
か
ん
じ

ん
の
疵
物
に
對
し
て
は
荘
然
さ
し
て
何
等
知
る
所
が
無
か
っ
た
の

Ｉ

Ｅ
は
全
然
そ
の
趣
を
殊
に
す
る
ご
い
ふ
こ
ご
、
さ
う
し
た
こ
道
を

〃

も

０
Ⅱ

私
は
確
か
に
知
堆
先
生
の
背
か
れ
た
も
の
に
よ
っ
て
承
知
し
た
に

、

ご
ざ
ま
る
。
私
に
多
少
ど
も
解
っ
て
面
向
く
脳
は
れ
る
の
は
や
は

り
彼
の
随
兼
で
、
「
脳
衿
堂
集
」
の
中
に
收
め
ら
れ
て
ゐ
る
「
嘘
搬

堂
縦
錐
」
六
巻
が
そ
の
段
た
る
も
の
で
あ
る
。

＊
こ
の
「
雌
柊
蝋
塊
」
に
は
閲
米
の
諦
丈
の
外
に
、
そ
の
父
梛
埖
元
の

己
Ｂ

丈
に
剛
呆
及
び
剛
果
の
友
人
が
排
を
加
へ
た
「
梅
哩
洲
排
」
二
巻
や
、

閲
呆
の
斐
王
照
叫
の
「
川
中
丈
存
」
一
巻
、
ま
た
夫
斐
の
咄
和
諦
喋
た

る
「
利
鴫
災
」
一
巻
な
ど
も
入
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
瓶
夫
人
は
．
「
列
女
椰

袖
注
」
だ
と
か
「
列
仙
僻
校
正
」
な
ど
と
い
っ
た
錐
々
た
る
基
一
術
的
の

粁
蒋
を
も
右
す
る
礎
の
人
で
あ
る
。
夫
共
の
合
作
に
係
る
「
誹
問
」
及

び
「
詩
批
」
は
、
詩
絲
に
鋤
す
る
妙
解
に
柵
ん
だ
も
の
と
し
て
知
錐
先

丈
學

’
研

究

ｉ
ｌ
ｌ
ト
ー
１
１
１

、

錐
三
十
三
帆

、

〃
識
へ
ら
れ
て
災
い
。
常
時
一
の
畢
蒋
の
川
に
、
「
商
郵
の
韮
父
子
」
（
念
孫
・

引
之
）
、
「
榧
世
の
郁
夫
姉
」
と
誠
び
稲
せ
ら
れ
て
、
そ
の
仇
側
の
焔
さ

を
義
ま
れ
て
ゐ
・
た
の
も
さ
て
こ
そ
と
楽
せ
ち
れ
る
ぺ
そ
の
王
引
之
と
燗

／
咄

呆
と
が
共
に
斑
腿
四
年
の
進
士
で
同
年
の
誠
み
が
あ
っ
た
の
も
奇
維
で

、
あ
る
。
）

さ
て
私
を
し
て
初
め
て
蘭
米
の
人
さ
爲
，
り
を
想
望
し
て
巳
む
能

／

は
ざ
ら
し
め
た
も
の
は
、
知
堂
先
生
の
「
模
糊
」
ご
題
す
る
一
女

■
画

０

Ｐ

、

弓
苦
竹
雑
記
」
に
收
む
）
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
「
華
鋒
」

｜
’

生
の
凪
と
引
い
て
批
揚
せ
ら
れ
る
所
で
あ
る
が
、
二
人
と
も
經
準
を
専

攻
し
な
が
ら
本
柑
に
丈
艇
の
わ
か
る
人
逹
で
あ
っ
た
こ
と
も
蛾
し
い
。

こ
れ
で
凡
れ
ぱ
韮
夫
人
の
機
鋒
の
鈍
さ
は
む
し
ろ
遥
か
に
夫
荊
を
凌
ぐ

で

も
の
が
あ
る
。
中
々
才
は
じ
け
た
姉
人
で
あ
っ
た
と
忠
は
れ
る
が
、
女

準
蒋
に
右
り
が
ち
の
イ
ヤ
味
な
腱
が
金
く
兇
ら
れ
な
い
の
は
愈
甚
打
難

い
。
夫
湫
は
何
し
ろ
あ
上
い
ふ
あ
く
ま
で
お
っ
と
り
と
し
て
世
川
の
郡

に
は
と
ん
と
う
と
い
朴
念
仁
で
あ
る
。
桃
糊
（
ボ
ン
ャ
リ
）
と
い
ふ
祁

名
を
奉
ら
れ
、
禍
使
か
ら
少
か
ら
ず
賜
肥
に
さ
れ
て
も
一
向
平
然
で
、

反
っ
て
そ
れ
を
而
向
が
っ
て
ゐ
る
や
う
な
と
こ
ろ
さ
へ
・
め
る
託
人
好
し

で
あ
る
。
こ
の
夫
珊
か
一
し
て
貧
し
い
中
に
四
十
年
除
念
も
な
く
吃
↑
（
へ
と

し
て
撲
畢
の
研
蛾
に
心
魂
を
打
込
む
を
得
し
め
た
夫
人
が
内
助
の
功
は

I
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。 、 了 〒 唖 Ｅ
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八

悪 傷
』

1
5
1
,

＝
（
苫
昔
昔
11
|）

古
室
I

外
卜
鷲
斗
IS
捗
詳
c'
c{
も
？
診
昔
強
吟
d否
か
ら
』
r他
室
戸
'j
号
S鳶
」

C4
Iv
碇
蚤
岸
ぎ
し
(Y
,､
J’
6'
戟
計
針
雇
'狼
､･
八

、
』

い で 淵 蔑 函 鈴

耐 門 一 鷲 帥 い 汁謨 Ｆ 汁 谷 済 二 ｎ 戸 汁 ・ ・ 一 Ｊ 軍 （ Ｈ 戸 ・ 〈 》 曲 （ 料 ）ｓ 八 ・ 汁 卜 令 止 曼 ・ 誤

洪 岳 覚 ・ 英 一 ｎ ｓ 時 押 蚤 憩 諏 瞬 ‐ 病 》 誇 恥 一 画４ 素 作 尋 ． 声 祷 箒 黄 ｓ 蹄

母 圭 暑 菅 ＆ ト ヤ ワ 鈩 藻 敵 国 童 母 琶 一 悪 〈

碇 Ｓ 篶 臆 ｓ 汁 獄 中 診 竺 誓 言 ． 尚 音 内 灘 ‐ Ｊ

芦 ・ 二 戸 辞 等 量 農 ‐ 、 熱 毎 〃 慨 か 興 域 で 震

濤 ． 雪 作 謎 ． 伝 群 そ 部 Ｓ 尋 ゞ 醒 一 津 母 ・ 〕 零 内 菫

瞬 渉 燕 函 応 耐 海 繰 津 志 》 ゞ 一 Ｊ 毒 。 。 い 憲 謬 ｒ封 寸 ・ 輔 蔵 が ゞ 鰯計 鈩 軍 や ． 〕 寅 當 菅 穀 頁

陰 ・ 昔 萱 辞 令 汁 鋪 肝 計 ・ ラ 忌 ・ ． ご 例 雷二 『 高 鴬 韓 再 葺 弓 学 言 誤 伊 亘 。 岬 扉 ｄ ４

蚤 洋 肖 一 、 昏 溌 ８ 時 － 仰 ８ ‐ ↑ 蟇 沖 Ｓ 。 唾 餌戸 炉 で 今 辨 炉 壽 素 舜 洪 で ｍ 穂 門 叫 ニ グ坪 吋 八 岸 室 竜 領 瀞 か 汀 勺 韓 ． 畢 干 で 餅 Ⅷ 汽作 亨 魯 冷 口 是 祠 岸 作 寅 哩 郵 与 興 咋 守 吋． ！ ・ 汁 馬 ６ 畔 舜 哩 ． 吟 』 更

謀 作 ・ ｝ ） “ 貴 べ 。 ｎ 万 ・ 志 ． 。 酔 弓 、 。 可 嚴祠 、 鳶 吾 二 ６ 汁 ト グ 誤 号 ． ｓ ｏ 汁 甘 ｕ

旨 い 儲 ・ 嘩 岸 １ ， ． 万 両 為 ？ Ｉ が 汽 苧 慕 守 鑿

ぃ 戟 菖 両 冨 ｒ 僻 Ｆ 」 パ Ｕ 汁 ・ 材 ご 鷲 ・ 今で 却 出 ． 淵 語 野 印 洋 風 び 。 〈 一 端 嵩 で

‐ （ Ｓ － ｎ 岸 一 仰 ぐ Ｕ で ワ パ Ｕ ・ ’ ㈹ 。 Ｉ 同 ヴ 毎 ノ ． Ⅷ パ 貯号 三 再 ↑ 八 計 内 バ グ 作 誰

八 万 碗 ・ 計 ６ 診 謨 喜 鳶 三 存 い ・ Ｓ 凶

診 卉 ツ ー “ 八 除 銭 ・ 〈 轆 む 畔 叫 潭 （ ・ 塁 か “

〆

ｊ ｊ ｊ 旅 幅 一 ・ 幅 い 誤 鈴 端 噸 べ 醍 窄 ・ 蹄 ６ ８ ， ・

己 ｙ 尋 写 辞 》 ソ

府 ． 雪 や 器 ６ 言 雪 ￥ ｓ 八 Ａ 砂 ・ 汁 八 号 ・ 菅 室

Ｕ ６ 當 鑿 ． 汗 時 誉 ・ 富 ・ 鐸 も 計 呼 扁 蛍 部 号 畔 炉で 八 ６ 老 熟 〈 鴬 号 山 限 ６ 敲 嘉 エ ８ Ｓ 伊 博 冨

八 辨 八 筐 ｒ 昔 ８ ． 時 Ｓ 八 令 ８ １ 〒 三 ” ・ 壽 ヨ ヰ 蜜

ト ー 恥 尊 司 謨 ． 凱 汗 弓 宅 熱 鶚 膳 〕 、 芦 万 吋 畔 鄭 畔二 汁 ６ 計 作 学 軸 も 糎 嘩 ・ 茅 作 画 蕊 で 声 嵐 Ｆ 一

八 、 汁 碗 ６ 峠 。 ハ ト ｓ 談 徴 、 Ｓ 裳 八 ． 岸 万 八

鴬 ． 準 蚤 卜 薩 鶚 み ぐ ． 畔 母 謨 薑 蕊 瀧 八 澄 斗

嘩 畔 誤 ト レ 計 Ａ １ 子 崔 い 再 肝 作 ・ も 滞 喜 、 識Ｆ 岸 万 雷 咋 尋 グ 鈴 管 守 料 瀞 写 汁 二 底 で

計 拳 ． 三 コ ジ グ 三 ‐ 。 。 鹿 作 戸 ８ 学 母 崖 畔 八

号 寓 芦 陸 卦 震 ８ 砂 ． Ｊ ぐ ″ 作 、 雪 ｓ 戯 寺 魯 〃

６ 、 垂 一 切 蝿 〉 》 壼 砕 ） 〆 Ｋ Ｕ 鶉 一 ｔ ヂ １ １ 丙 戦 』 ． か び が

汁 が 管 Ａ ｌ で 号 汗 ８ 弓 諜 再 母 母 ８ 号 Ｓ ｛８ 舛 汁 Ｆ ６ 毒 ″ Ｕ ・ 憐 ｄ 丙 汁 が 、 が 時 ザ ４

Ａ ぐ ／ ・ ” 酔 誇 誹 拳 榊 瑚 ， く 和 舞 準 訴 ↓ 型 。 ゞ 睡 醍 ／ 一 端岸 Ｓ
・ 〕 胤 洋 冥 一 ） 岬 寅 作 ト ー 、 鴨 岸 ａ ｒ 案 。① ・ 今 。 、 呪 僻 冷 貰 喜 苛 謙 報 。 グ 業 部ｒ 号 岬 部 ぐ 号 判 濤 吻 撫 諜 涛 汁 ８ 菅

、 。 Ｏ Ｓ グ ー Ｉ 、 ト ー 時 号 こ そ 軌 陸 恥 〈 一 二 ↑ “Ｆ １ ６ ‐ 。

岬 壼 〈 蛎 誇 “ 旅 録 輌 誇 罹 洲 恥 識、

。 祠 ・ 卜 ・ 弓 ど 毒 ６ 万 溝 ・ 両 サ ダ

卦 ｓ 震 《 齢 ８ 斤 万 汁 濤 、 ｓ 三 蝋 も

０

－ へ

〃

’

、

〆
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舟①御や御一ｓ幻トー釦睾ＰＭ－ぃＦ

罫嘩↓呼制識澤トー〉評《制銅和一、檸鱈 宝鶚課Ｐ 塾〉やｒぎ純獄謙ゞ．Ｓや９．厘Ｐ

ｕ今ｊ岬↓。鵠同いぬ蒜畏簔Ｐ９ ら料罰Ｕむ塗、筆９塁僧。拳抑』’９柿

損“単Ｆ１蝉謡巨鎖卿四△幻９ｓ穏当

逆誤心Ｕ釦三詩蓑偲知合．至高容哩，

型逆茜《圏亘俊槍菩・ＰＳＵ罫、蝉韓呉

越Ｐ杉戸心〃、 瞳Ｓ運心色⑲Ｓ・く旦炉屑

（Ｃ幻幻替州墓三１鵜蝿紳詞》蝿州 塁骨』菫拒替揮弥餌当諜鵠呉狸掌 圃や蝿塾登《母黒い辿拭臼七異ｕ Ｐ室舟運Ｐ令心像分罰逆鼠狸Ｋ負ｏ ｒＱ伽差望 与塞ＰやＪややい箪潔忌呉捜塗破瑠》烏

合里至や岬諄韻。釦釦Ｊｇ．弾且Ｑ心

燈筐鑿零浬謎常弾ロ嵩。．Ｕｉ竺掌岬異 ⅡＳＰＳ矧曽、い型細Ｉ。Ｑや蝿。奨・、

幻く仁桝、翠分ヨニ｜卿Ｓ↓毎躍掌・Ｑ式、狸ぃ炉

窪塞需”準〃“唾《》勢必ゞ‐》畳州》、‐》鋤無罪、 蚕蝿穐判へ６

〉淵糧幻皇葛篭望瞳畿高や蔦淨画、

報い〃△４幻簑旦進細雲や 句ご｝『一ｔ

ね。箭澗・舟砕鰻剥冨畷

〆

』

－

、竜一、ぬい將辮Ｓ

卿や幻逆嚇弔・ハ

メ窯純１逆＆

＆旦逆－１鶯

以争雷聖浩州Ｐや

鼠・巽⑲。一Ｊ

逆逆・緯③崎三

余”雪・単や塗

）》藏必毫蕾娼一窯”（。い‐

Ｓ・謎錘』や今

卜Ｐ幻討函蝿心

ｊ

の廷・燭棚荊和

漿星雲嬢廼。↑

ら品《や釦廻仁心

替型蝋害蝿含、

母矧。泰号や．

Ｐ坦千理．逆銅翌一燕

。割実”釦風・

箸一・一類逆』三一壜一四

〉．蝉鑿竺Ⅷ隼

網心・鰹ｐや、細

逆舎少尋《く封一

獄Ｐ〃舎鴬ｕ

龍Ｓやや釦態

・因熊卿三Ｓ

Ｊｒ０－

〆

ダ
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］ 一 『 等 霜 － － 恥 ６ 涛 再 が ６ 作 動万 ・ Ｋ Ｕ 屋 菫 汁 念 浪 磑 蚤 再 砂 ￥

誤 謬 謝 琴 帝 叱 恥 琴 函 熱 鑪 鍛 ” 峰 割 滞邊 診 八 汁 八 菅 万 ・ 唾 汁 ８ Ｉ 客 併 畔 謬

阜 § （ 喬 毒 掛 智 ・ 舟 毒 崇 謬 牒 』 Ｋ Ｕ Ｊ 』 ・ 華 ｓ

墓 〃 鴬 Ｋ Ｕ 幕 が 壽 ６ ８ ｓ 寮 敵 ダ ｛ 汁 ″ ひ 炉

Ｓ 暹 詞 搾 癖 ． 梱 湘 辮 、 琳 旅 罪 志 奉 奉 示

冨 準 深 需 蝿 ‐ 津 淨 侭 緬 ” 恥 振 済 計 斗害 三 一 時 Ｉ １ 萱 や ￥ 戸 ９ Ｓ 霊 忘 賠

万 Ｓ 膳 一 卜 万 、 時 計 ・ 坪 叶 當 時 畔 室

串 評 帝 幅 ． 謝 罪 》 》 》 》 》 《 啼 蒔 、 、

二 言

録 》 ｜ 苛 祉 、 》 壗 峠 蛍 戟 呼 ご 澤 二

汁 芦 号 汗 蚤

矛 昔 。 、 く

さ ６ 幟 ｎ 鴬 ‐ タ ６ ｓ 戸 睾 、 ヴ

が バ ー サ 昔 昔 〈 幸 琴 曄 鴎 唇・ 汁 叱 再 汁 、 ｄ Ｕ 洲 時 汁

部 直 這 々 ‐ 一 ” ・ を 卜 八 （ 毒 筈

苦 両 ｓ 令 Ｊ 舜 評 》 吟 ． ６ 」 時

時 却 罰 雪 戸 〈 汗 一 ぐ ″ 八 樺Ｉ ８ 万 万 計 母 。 Ｓ 谷 叫

声

儲 尋

〃 》 塀 》 料 抽 酎 称 パ 率 獄 叫 印 蕊 学

院 － ， 斗 ｅ

ｒ Ｊ 藍 誇 丙 却 汁 】 声 蚤 謹

言 ｃ 雲 一 １ ， ． ， ． Ｆ 鐸 諄 菅 溌 一 ） 菅 汁

垂 』 尚 い 群 ． ８ Ａ Ｓ Ｆ 頁 ． 三 】 号 ハ エ ハ

で 吟 匿 汁 達 号 三 ↑ 〃 融 蔦 ‐ ｆ 号 戦

や 咋 牒 壽 雪 か 一 仰 鴬 喜 蚤 で 匙 伽 塞

匡 で 偶 号 學 ￥ 》 篶 再 Ｓ 毒 汁 Ｓ Ｋ 〕祠 心 ヰ ヰ 診 寳 。 、 ・ 時 、 （串 片 ｉ 、 淵 昔 。 呼 、 蕪 、 テ 汁 〈‐ 何 ひ ご 戸 菅藍 号 母 を 菅 僻 ・ 言Ｉ ご 跡 ｌ 呼 び 謬 口 興 舜 。 掛 汗

匿 汁 勺 凄 炉 》 澪 ・ 一 価 弾 Ｅ ‐ 』 瑞 争

昔 漁 酔 言 ↑ 菅 ‐ 一 ， 部 作 団 、 Ｊ 護 茎 ８

・ 壽 劇 ｄ が ‐ 領 菅 蟄 〈 粥 局 罫 鴎 ‐ 心

室 母 か 侭 ・ ｓ － ｎ － ｎ 鄙 蔦 當 浄 二 母作 、 藻 も 壽 尋 母 ． ‐ 罫 ６ ６京 》 韓 呼 汁。 祠 罫 凸 〕 念 葦 ｒ

ヨ Ｓ 舞 う 匙 ロ ー 《 汁 八 八 ｓ 選 作 八 穀

○ 》 琴 蔑 哩 料 田 職 傍 〈 耆 舜 母 一 ・ 〈 グ○ Ｓ ｍ Ｓ ひ 卑 言 号 胤 び が 誉 母

Ｉ 騒 げ 壱 》 作 戸 万 ／ 汁 母 僑 豊 土 〃 び

く 興 岬 Ｊ ・ 龍 一 ｎ 席 Ｓ い 義 吾 ｓ 零

琶 、 一 邸 』 ″ 言 心 。 寸 酔 畔 揃 ・ 評６ 鈩 討 ・ ず 府 ‘ 鴎 蛍 蔀司 行 玲 〃 ｄ き ぎ 汁 静 篶 も 静 戦

鄙 一 旦 》 母 ザ 蒔 く 〆 瀞 小 計 ｆ Ｊ 芸

、 １

、
皇
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◆

八
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画
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lr
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葵
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謬
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唖 ’ 八 頁 毒 ・

や Ｏ デ ー 注 副 壽ｒ 学 雛 号 戟

》 砂 菅 匡 篤

６ ひ Ａ “ Ｋ Ｕ

堂 常 ｝ 一 〕 汁 や

、 〉 ６ 重 幽 吟 や 局 斡 『

飲 瀞 ， 冑 ６ ，

１ 』 ‐ ． Ｋ 洋 汁』 垂 ■ 口

８ 丙 〈 一再 ヴ 爵 Ｓ

ぐ づ 吟 一 言 ‐ 和 Ｕ ご ｙ

く Ｕ ご ｙ ・ ’ 八 づ

げ 、 仰 げ 押

吾 ↑ 肴 計 Ｓ

Ｗ Ｆ ｆ Ｆ ・」 ・ 芦 畔 。 ． 藤

パ ゴ 一 能 ‐ 良 作 呈 揖 雪

｢
Y
r
j
封
三
諜
再
6
!
,
O

＝

唇 ユ 抄 八

露 ｄ 号

で ・ ザ 炉

内 漣 菅

魯 言 汁

汁 誤 雪

Ｓ Ｓ 誉

。 Ｊ 卦

砂 三 へ 序

６ 詩 誤

汁 訟 握 垂

・ ・ 勝 罵

却 ・ 里 画 時

菅 ｒ 礁

琴 郡 卜 伝

、 ｗ 〆 ‘ 、

負 ） 登 声 一 崇

這 で 言

蔭 （ 僻

Ｆ 辿 岬 茎 で

八 万 討

砂 浮 諄

が 茎 ご 野 心

一 斗 ザ ‐ ｎ

斗 で 延 御 妾 与

侭 芳 ダ 別 嘩

酔 両 洋

百
、
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Ｉ
柿
思
議
に
も
そ
の
峯
半
は
ご
肌
も
詩
味
鳴
川
ん
で
ゐ
る
ｐ

妙
栗
〔
あ
ま
ぐ
り
）

、
栗
は
生
で
食
ふ
と
滋
養
に
な
る
が
、
新
し
い
の
は
味
が
無
い
の
で
些
‐

か
物
足
り
ぬ
。
よ
く
乾
い
た
の
は
鉦
に
お
い
し
い
・
蘇
子
由
の
栗
の
食
・

》
へ
方
も
や
は
り
よ
く
乾
い
た
の
を
選
ん
で
食
参
へ
れ
ば
よ
い
と
い
ふ
に
と

画
ま
る
。
し
か
し
今
日
で
は
ど
こ
の
店
で
も
妙
栗
の
作
り
方
を
博
へ
て

ゐ
る
。
、
，
買

私
は
幼
い
甑
、
熟
か
ら
夕
方
蹄
る
と
き
、
街
頭
で
廿
架
を
斑
る
呼
雄

・
を
珊
く
と
、
舌
の
つ
け
根
の
あ
た
り
か
ら
唾
液
が
流
れ
て
な
ら
ぬ
の
で
も

お
史
ぐ
り
。

．
次
に
「
妙
栗
」
を
難
げ
よ
う
。
巻
三
に
は
こ
の
箙
を
は
じ
め

う
め
沙
ち
ぢ
、

「
梅
漿
」
「
芭
」
「
諸
蒋
茱
」
「
雌
雄
」
「
嘩
蕊
鯉
」
「
杏
陥
」
「
誹
韮
」

等
堂
が
並
ん
で
ゐ
る
。
い
づ
れ
も
「
鯛
雅
義
疏
」
の
蒋
者
の
面
目

躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
上
に
も
、
文
章
も
悠
容
辿
ら
ず
、
誠
者
ぞ
し

凸
》
ロ
、
、

て
自
ら
な
る
微
笑
を
禁
じ
得
ざ
ら
し
め
る
。
耐
呆
の
詩
は
あ
ま
り

良
く
な
い
や
う
で
あ
る
が
（
王
夫
人
も
同
様
に
上
手
ご
は
い
へ
い
）
℃

丈
畢
研
究
雄
三
士
二
脚

る
こ
＆
、
確
か
に
知
堂
先
生
の
云
は
れ
る
辿
り
で
あ
る
ご
忠
は
れ

っ
Ｑ
Ｏ
１

I

一
江
○
、
（
四
○
○
二
）

い
つ
も
杣
一
は
膳
慌
以
っ
て
来
て
食
り
食
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
栗

は
非
附
に
小
さ
く
て
彼
は
沖
く
、
な
か
に
肉
が
一
ぱ
い
砧
ま
２
Ｌ
ゐ
た
・

緋
汗
（
俗
に
糀
称
と
名
づ
け
る
）
で
栗
を
煎
る
と
、
彼
は
じ
ん
わ
り
と

Ｉ

柔
く
な
り
、
手
で
ち
ょ
っ
と
剥
け
ば
、
彼
と
肉
は
わ
け
も
た
く
ポ
ロ
リ
。

と
離
れ
、
苅
皮
が
嘘
付
い
て
収
れ
ぬ
と
い
ふ
ヤ
フ
な
こ
と
は
な
い
。
そ
．

れ
が
吉
こ
と
に
小
紙
味
よ
く
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
．
．

求
師
に
来
て
み
る
と
、
店
の
前
に
鍋
を
洲
急
、
一
人
は
火
に
向
ひ
、
‐

一
人
は
向
い
腰
掛
に
乗
っ
て
柚
の
進
い
蛾
の
杓
子
で
も
っ
て
独
り
に
ま

ノ

ん
・
へ
ん
な
く
之
を
腿
き
抑
ぜ
て
ゐ
る
。
そ
の
・
栗
は
も
っ
と
大
き
く
、
水

・
飴
を
和
し
た
砂
利
を
利
川
す
る
製
法
も
心
・
私
が
幼
い
唖
に
兄
た
の
と
同

じ
で
あ
る
が
、
お
い
し
い
こ
と
は
絢
一
、
暦
催
っ
て
ゐ
る
。
都
市
で
は
大

き
な
雄
で
汁
架
、
々
を
う
ま
い
ノ
く
、
と
呼
洩
り
す
る
の
が
い
つ
の
唖
か
ら

か
風
科
と
な
２
Ｌ
を
リ
、
Ⅲ
食
物
の
中
で
も
殊
に
お
い
し
い
も
の
あ
一

つ
に
数
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
雪
ｕ

偶
旦
『
老
準
花
硴
記
』
を
戒
む
と
、
そ
の
巻
こ
に
か
う
い
ふ
研
が
戦

．
っ
て
ゐ
た
ｏ

故
都
諏
雌
諺
の
李
和
の
妙
栗
と
笑
ば
ぶ
そ
の
名
は
四
方
に
鳴
り
靭

″

い
て
ゐ
た
ｅ
他
の
者
が
い
‐
く
ら
苦
心
し
て
瞳
似
て
み
て
も
、
ど
う
し
て
も

及
ば
な
い
の
で
あ
っ
た
。
紹
典
年
川
、
陳
祁
公
と
銭
上
側
と
が
金
の
脚

Ｉ
ｌ
８
ｊ
Ｉ
８
８
０
０
０
■

●

ノ

ー
Ｉ
９
８
ｆ
Ⅱ
Ⅱ
，
１
１
１
。
Ｋ
Ⅱ
■
甲
Ｊ
２
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｈ
日
日
咄
Ⅱ
ｕ
Ｗ
Ｎ
１
挑
肝
岬
州
，
４
洲
叶
‐
１
０
ｊ
１
ｍ
ｒ
Ⅲ
Ⅲ
川
口

I

』

＝
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ノ

し

へ
使
し
て
燕
山
露
麺
識
京
）
へ
來
ら
加
た
吟
、
何
虚
か
ら
と
も
た
く
二
人

〆

の
男
が
妙
栗
を
各
導
十
包
み
づ
つ
持
っ
て
來
て
そ
れ
を
二
公
に
献
じ
た
。

く
だ
ん

三
人
の
随
員
も
そ
れ
ぞ
れ
一
包
み
づ
つ
送
ら
れ
た
。
件
の
二
人
は
「
李

利
兄
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
脚
接
し
、
涙
を
こ
す
り
な
が
ら
蹄
っ
て
行

ｒ

つ
た
。
云
為
・

幟
し
む
ら
く
そ
の
製
法
は
つ
ひ
に
仰
は
ら
ず
、
陸
放
翁
窪
岬
燕
準
は

こ
の
話
を
謀
き
つ
け
は
し
た
も
の
の
、
詳
し
い
と
こ
ろ
ま
で
池
《
へ
る
こ

り

と
は
出
來
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
特
に
繩
織
女
の
例
ご
し
て
は
次
の
や
．
う
な
の
今
笹
畢
げ

て
よ
か
ら
う
。

入
町
讃
書

古
い
仰
説
に
搾
れ
ば
、
あ
る
姉
人
は
熱
心
な
佛
教
偏
者
で
、
脚
に
入

つ
．
た
時
で
も
止
め
ず
に
調
純
を
咄
へ
て
ゐ
た
の
で
、
そ
の
果
報
め
で
た

く
、
だ
う
一
と
う
伽
の
中
で
凡
那
大
往
生
を
遂
げ
た
と
か
・
棋
範
的
な
汝

訓
淡
と
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
佛
教
の
方
で
人
を
教
へ
さ
と
す
露
の
作

り
ご
と
で
あ
る
と
恩
は
れ
、
必
ず
し
も
砿
川
は
旧
来
ぬ
が
、
た
憧
こ
れ

に
よ
っ
て
も
稚
い
場
所
が
物
を
微
む
の
に
は
あ
ま
り
通
し
た
も
の
で
な

◆

い
こ
と
が
わ
か
る
ｂ

『
蹄
川
録
』
に
擁
れ
ぱ
、
銭
、
心
公
は
平
生
祇
北
別
を
好
ま
れ
、
雌
す
る

郡
閑
采
の
随
乖

／

？
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｐ
Ｌ
Ｉ
ｌ
“
■
■
Ｐ
？
■
■
■
８
■
■
ｉ
１
日
Ｉ
Ⅵ
岬
ｆ
■
Ⅱ
９
Ｊ
』
０
６
．
Ⅱ
Ⅱ
■

〆

’

1

、

ま
た
こ
ん
な
の
は
ざ
う
で
あ
ら
う
か
。

山
水
を
知
ら
ず

『
谷
祁
飛
記
』
巻
十
に
云
ふ
、

古
来
、
洲
服
樂
だ
と
か
宋
少
丈
と
い
？
に
述
中
の
や
う
に
、
曲
水
が
好

、

き
で
瓶
み
つ
き
に
な
っ
た
人
も
多
か
っ
た
『
（
中
略
）
と
こ
ろ
が
私
病
“

〔
四
○
○
三
）

二
○
●
し
一

一
五
一

I

＃

畔
は
經
史
を
剛
み
、
臥
す
る
昨
は
小
礎
を
瓶
み
、
剛
に
上
っ
た
時
）
卜
は

小
測
を
似
せ
ら
れ
た
。
湖
希
深
も
言
っ
て
ゐ
る
が
、
宋
公
征
は
脚
に
入

る
岬
に
は
必
ず
本
を
池
二
」
行
き
、
そ
の
捌
椰
の
蝉
は
現
為
と
し
て
通

・
・
、
●

近
に
聞
え
た
さ
う
で
あ
る
。
云
・
名
、

私
は
こ
‐
恥
を
汝
ん
で
催
だ
可
笑
し
な
こ
と
だ
と
川
心
つ
た
。
川
に
入
つ
・

天
ボ
ン

て
抑
を
脱
ぎ
、
手
に
は
又
本
芹
一
持
っ
て
ゐ
る
と
は
、
あ
ま
り
に
き
た
な

曲
げ

巳
、

、

い
ば
か
り
で
な
く
、
又
あ
ま
り
に
も
忙
し
な
こ
と
で
、
い
く
ら
蛎
畢
な

人
だ
っ
た
に
せ
よ
、
何
も
さ
う
ま
で
せ
ず
と
も
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い

か
ｂ
獣
公
一
率
帥
陶
獅
婦
）
は
な
ほ
希
深
の
「
平
生
作
る
所
の
丈
軍
は
多
く
一
二
ｉ

上
に
れ
り
、
乃
ち
賜
上
・
枕
上
・
伽
上
な
り
」
と
い
々
茸
川
莱
を
記
錐
し
、

て
も
、
「
つ
ま
り
こ
れ
ら
は
思
索
を
練
る
の
に
肌
巫
も
よ
い
場
所
だ
と
い
ふ

雁
の
怠
味
で
あ
ら
う
。
」
と
い
っ
て
ゐ
ら
れ
る
が
、
む
し
ろ
こ
の
↑
一
・
Ｍ
ひ

方
が
遥
か
に
心
に
く
い
。
そ
の
心
に
く
さ
は
、
ぴ
っ
た
り
侭
っ
て
ゐ
て

而
も
少
し
も
浮
い
た
所
が
な
い
鮎
に
在
る
の
で
あ
る
。

’
F 1

弾〆 、

’



、

､
､

丈
學
研
究
館
三
士
二
枇

琿
祷
唾
と
同
年
及
錐
の
央
荊
と
い
ふ
人
は
、
Ⅲ
流
末
年
の
進
士
で
あ
る

が
、
排
て
杭
州
に
遊
び
数
ヶ
″
も
逗
冊
し
て
や
っ
と
蹄
っ
て
来
た
の
で
、

。
◇

、

私
が
鼎
辿
「
西
湖
や
西
浅
の
紮
色
は
ど
う
で
し
た
（
」
と
拘
れ
て
み
る
と
、

「
さ
・
み
そ
ん
な
の
は
”
一
向
知
り
ま
せ
ん
碓
・
」
と
の
返
郡
で
あ
る
（
「
ど
う

し
て
兄
物
に
行
か
な
か
っ
た
ん
で
す
。
」
と
並
、
狐
て
附
く
と
、
彼
は
・
か
ら

７
Ｉ
、
と
笑
っ
て
一
写
智
」
と
が
か
う
で
あ
っ
た
合
「
だ
っ
て
淵
、
何
し
ろ
催

は
水
と
陸
と
二
千
除
里
か
ら
肱
渉
し
た
ん
で
す
ぜ
。
何
で
そ
ん
な
川
水

な
ん
ぞ
の
鯛
に
わ
ざ
ノ
ー
、
通
い
鹿
ま
で
川
掛
け
る
も
の
が
あ
り
ま
す

か
。
」
私
は
亡
兄
西
樵
に
こ
の
話
を
し
て
、
「
人
の
哨
好
と
ｒ
ず
わ
の
は
か

う
も
典
ふ
も
の
か
〔
」
と
云
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
云
・
々
。

そ
れ
で
私
は
古
人
の
云
っ
た
こ
と
を
川
必
ひ
剛
す
、
川
く
弓
平
索
ｎ
分

は
三
つ
の
願
ひ
を
抱
い
て
ゐ
る
。
一
に
は
願
ば
く
は
泄
界
巾
の
好
き
人

粂
部
ど
友
逵
に
な
り
た
い
・
一
肩
は
願
は
ぐ
は
肚
界
中
の
好
き
本
を
全
・

部
滅
ん
で
し
ま
ひ
た
い
。
三
に
は
願
は
く
は
仙
界
中
の
好
き
山
水
を
企

部
兇
弗
く
し
た
い
ｅ
」
す
る
と
或
る
人
こ
れ
に
絆
へ
て
笥
粂
祁
を
雑
く
す

と
い
ふ
こ
と
が
ど
う
し
て
出
来
る
も
の
か
ｆ
た
ｒ
そ
の
場
に
行
き
合
せ

た
ら
う
っ
か
り
放
さ
ぬ
や
う
に
せ
い
人
、
心
懸
け
る
ま
で
だ
。
」
と
云
つ

た
と
い
・
汚
私
は
こ
の
逹
雷
に
感
服
し
、
推
淡
だ
と
、
ぢ
た
。
か
の
央

璃
と
い
ふ
人
は
ど
う
い
ふ
人
か
知
ら
ぬ
が
、
そ
の
人
の
さ
う
い
、
堂
・
胸
葉

h

口

一
五
二
（
四
○
○
四
）

を
籾
れ
ぱ
、
こ
れ
ま
た
美
淡
で
あ
る
。

〆

も
う
一
つ
例
を
梁
げ
て
お
し
ま
ひ
に
し
よ
う
‐

本
色
‐
、

西
永
の
さ
る
傲
院
の
裂
手
に
兄
事
な
竹
刷
が
あ
っ
て
、
士
大
夫
た

ち
は
よ
く
そ
こ
へ
遊
び
に
出
掛
け
ら
れ
た
。
丈
瀦
公
娠
や
華
畦
も
そ

こ
を
鋤
れ
、
大
い
に
そ
の
蛾
色
を
愛
で
ら
ゃ
一
層
そ
こ
で
僻
が
木
の
札

を
典
へ
て
御
命
名
を
お
脈
ひ
す
る
と
、
公
ぱ
欣
ん
で
氷
捗
な
さ
れ
た
。

さ
て
そ
れ
か
も
数
ヶ
川
た
っ
た
が
、
と
ん
と
詩
沙
汰
が
な
い
の
で
、
梢
〃

が
幾
度
か
足
を
池
ん
で
お
噸
ひ
し
た
と
こ
ろ
が
、
「
わ
し
は
訓
た
ち
の
爲
．
”

に
一
つ
い
い
名
前
を
附
け
よ
う
と
考
へ
て
ゐ
る
の
だ
。
ま
だ
案
じ
つ
か

ゆ

〃
Ｐ

里
心

ぬ
・
か
ら
、
も
う
孵
く
待
っ
て
く
れ
ど
と
の
御
返
郡
だ
。
‐
さ
う
し
て
そ
れ

・
か
ら
半
年
も
た
っ
て
か
ら
や
っ
と
送
り
返
さ
れ
た
札
を
見
る
に
、
何
と

「
竹
将
」
と
題
し
て
あ
っ
た
。
ま
こ
と
に
心
に
く
い
名
の
附
け
か
た
で

●

は
な
い
か
。
、
正
に
か
う
来
、
な
く
て
は
嘘
で
あ
る
。
こ
れ
を
他
の
者
に
や

ら
せ
て
凡
る
が
よ
い
。
そ
れ
こ
そ
「
絲
錨
」
だ
の
「
洲
郷
」
だ
の
と
、

た
け
〆

此
料
に
雄
號
を
た
て
・
昨
ら
る
連
中
が
多
い
の
で
あ
る
。
厩
晒
遮
櫓
憾
）

私
は
さ
う
老
へ
る
の
だ
が
、
公
が
よ
い
名
前
を
附
け
よ
う
と
し
て
ま
〆

Ｌ
Ⅱ
ｌ
ｌ
０
ｊ
ｌ
Ｉ

〆
卓

だ
忠
ひ
つ
か
れ
な
か
っ
た
畔
に
怖
っ
て
芯
公
の
胸
中
を
推
し
北
る
に
、

〃

や
は
り
さ
う
い
っ
た
「
維
錨
」
と
か
「
祁
碧
」
と
か
の
文
字
に
過
ぎ
な

１
０

プ

口
甲
Ⅱ
日
・
ｆ
ｄ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
、
１
１
０
‐
ｑ
０
１
１
ｑ
’
１
１
，
Ｆ
ｉ
ｌ
ｌ
・

､
〆
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